
　2010年のNCPR News letter vol.1の巻頭言で
田村正徳先生が書かれたよう日本周産期･新生
児医学会では新生児普及事業小委員会を組織し
て「全ての分娩に新生児蘇生法を習得した医療
スタッフが新生児の蘇生者として立ち会うこと
ができる体制」の確立を目指して、2007年7月
から新生児蘇生法（neonatal cardiopulmonary 
resuscitation : NCPR）普及事業をスタートいた
しました。
　試算では分娩に関わる医療従事者を70,000
人と想定していました。2014年9月末現在で
75,414名の方々がこの講習会を受講されまし
た。日々忙しい周産期医療の現場で勤務されて
いる中インストラクションしていただいている
方々と、この講習会の必要性を認識していただ
き講習会開催･共催賜りました各地区医師会、
助産師会、自治体、等の各団体によるご支援の
おかげでありますこと、この紙面を借りてまず
は厚く御礼申し上げます。
　さて、本講習会事業も7年目に入り5年の認定
期間更新を迎える方々が増えてきています。現
在はｅラーニングの履修または公認講習会での
講義の聴講によって更新手続きの申請を行う事
が可能です。しかしながら認定者の方々から技
術の再確認を行いたいとの要望を多数いただい

てきました。これに対応すべく、杉浦崇弘先生を
ワーキンググループメンバーとして更新者のため
の新たな講習会を設計し、現在トレーニングサイ
トでモニタリング講習会を開催しております。
※詳しくは、p.4～p.7の「NCPRスキルアップコース（仮
称）のご紹介」をご参照ください。

　2015年10月には新しい国際ガイドラインが発
表されます。現在国際蘇生連絡委員会（ILCOR）
の新生児部門でのタスクフォースとして田村正
徳先生を中心に国際会議に参加され議論を交わ
しています。
※詳しくは、p.8「コンセンサス2015の進行状況と今後
のNCPR委員会の実施想定案」をご参照ください。

　最後になりますがこの講習会の立ち上げから
献身的な活動で牽引してきた田村正徳先生が新
生児蘇生法委員会委員長を退任され、後任とし
て浅学非才の身ではありますが細野茂春が委員
長の任を拝命いたしました。2年間の任期中に
2015年版のガイドラインの改訂という大きな節
目を迎えます。日本全国で全ての周産期医療者
がより容易に蘇生法講習会を受けられるシステ
ムの構築と質の高い講習会内容が提供できるよ
うにアップデートの準備を進めてまいりますの
で、今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願
いいたします。
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蘇生法委員会新体制のご紹介

　新生児蘇生法委員会は、産科領域から6名の先
生を、小児科領域からは7名の先生と委員長、副委
員長含め計15名で構成いたしました。副委員長に
は田村正徳先生と二人三脚でこの講習会事業を
構築されてきた茨聡先生に留任をお願いいたしま
した。従来の新生児蘇生法普及事業小委員会は
発展的解消し、永続的に議論が必要な3つの課題
に対して方向性を提言する小委員会を編成いたし
ました。
①制度改革推進小委員会（委員長：草川　功）
蘇生法講習会の今後のあり方に関して討議して
いきます。
②トレーニングサイト運営小委員会（委員長：茨　聡）
インストラクター養成講習会やインストラクター
フォローアップ講習会等の開催を主目的として
いたトレーニングサイトを地域でのNCPR事業の
中心的役割を担う場所と位置づけ、その活動内
容を検討していきます。
③ILCOR担当小委員会（委員長：田村　正徳）
新生児蘇生法2015年版の改訂に向けて新たに
設置いたしました。
　また、厚生労働省班会議の課題として行われて
きた低体温療法登録事業を日本周産期･新生児医
学会で引き継ぐことが前年度の理事会で承認され
たことに伴い新生児低体温療法に関するワーキン
ググループ（WG）を新生児蘇生法委員会の中で立
ち上げることになりました。このWGの活動はこれ
まで通り低体温症例登録事業と低体温療法講習
会事業の2本立てとなります。鍋谷まこと先生（淀
川キリスト教病院）に登録事業の事務局責任者を
お願いいたしました。新たに症例報告として神経
学的評価項目が追加されますが従来の項目を一
部見直し入力作業の簡素化を図ります。解析結果
は岩田欧介先生（久留米大学）をはじめWGメン
バーが英文論文として公表する方針ですのでご期
待下さい。

　来年2015年にはガイドラインの改訂を迎えます。
ガイドライン策定後には講習会プログラム、講義
資料、プロバイダー向けのテキスト、インストラク
ターマニュアル等のアップデート作業を行わなけ
ればなりませんが、機動的に活動するためそれぞ
れワーキンググループを立ち上げて対応する予定
です。全国のインストラクターにワーキンググルー
プの一員としてご協力願うことになると思います
のでご協力のほどよろしくお願いいたします。

細野　茂春
新生児蘇生法委員会 委員長



NCPRトレーニングサイト 今後の展開

グサイトを中心にA/Bコース修了認定者を対象とした
「スキルアップコース」の全国への普及を目指します。

②上記同様に2015年10月のガイドライン改訂に伴い、
「ガイドライン2015アップデート説明会」を加えた
内容も準備しています。2016年度は各トレーニング
サイトを軸にして地域インストラクターに対して「ガ
イドライン2015」のスムーズな普及に努めます。

（2）インストラクターのトレーニングサイト登録
制の実施

　資格を取得してもなかなか活動できないインストラ
クターへの支援やインストラクションの「質の均一化」
を目的とし、2015年度より「トレーニングサイト登録
制」を導入する予定です。登録したトレーニングサイト
主催の公認講習会（A/Bコース、スキルアップコース）
で、インストラクションの経験を積める機会を提供し
ます。さらに地域のインストラクター同士の横のつな
がりを持っていただけるような活動を検討しています。

　今後もトレーニングサイトの有効活用により、新生
児蘇生法の更なる普及と地域指導体制の充実に努め
てまります。関係者の皆様におかれましては、より一
層のご協力とご支援をお願い申し上げる次第です。

茨　聡
日本周産期新生児医学会　新生児蘇生法委員会　副委員長
トレーニングサイト運営小委員会　委員長
鹿児島市立病院　総合周産期母子医療センター　部長

　日本版新生児蘇生法普及（NCPR）事業の更なる発
展・普及・支援体制の強化を図るべく、2011年度より
全国を各地域ごとに分け、トレーニングサイトを開設し
ました。前号でご紹介した14カ所に岩手・千葉・神奈
川・京都・大阪（北野病院）・兵庫の6カ所が加わり全
国で20カ所の施設（下図参照）が整備されました。

　これらのサイトは、その地域におけるNCPRの中心的
な施設となり、新生児蘇生法委員会が直轄する講習
会等（インストラクター養成コース、インストラクター
対象フォローアップコース）が定期的に開催され、とく
に地域インストラクターの育成と支援を実施してきま
した。
　今後のトレーニングサイトとしての新たな計画をここ
にご紹介いたします。

（1）インストラクター対象フォローアップコース
①p.4～p.7でご紹介しております「スキルアップコー
ス」公認化に伴い、現在行っているインストラクショ
ンスキルの維持を目的とした「フォローアップコー
ス」の内容に「スキルアップコースの説明」を織り込
み、2015年4月～9月に各トレーニングサイトで実施
する予定です。これにより来年度以降はトレーニン



NCPRスキルアップコース（仮称）のご紹介
～より手軽で、より身近な復習コース！？～

杉浦　崇浩
静岡済生会総合病院　新生児科（小児科）

　皆さんはNCPRのA/Bコースを受講した後、その
知識や技術に不安を覚えたことはありませんか？
NCPRを臨床現場で活かし、研鑽を積み重ねてい
る方もいらっしゃれば、実際突然訪れる新生児仮
死、その現場に出会うことなく日々その知識・特に
技術に不安が募る方も多いと思われます。新生児
蘇生が必要なあかちゃんはある一定の確率で『必
ず』しかも『突然』あなたの前に訪れます。いつ訪
れるかわからないその時に備え、いつでもNCPRを
現場で使えるように復習することはとても大切な
ことです。

　そこで今回新生児蘇生法委員会では新たに、修
了認定者の皆さんの『蘇生技術の質の維持』を目
的としたNCPRスキルアップコース（仮称）の新設
を予定しています。

　このコースは従来のA/Bコースと同様の「講義」

「手技実習」「シナリオ実習」の三つの要素で構
成されていますが、eラーニングやテキストを用い
自分で復習可能な「講義」の時間を極力短縮し、
「手技実習」と「シナリオ実習」により多くの時間
を配分しています。すなわち、このコースは皆さん
の新生児蘇生の手技をもう一度振り返り、復習す
る「実技」を重視したコースと言えます。また皆さ
んの日頃の学習をサポートできるよう、幾つかの
新しい教材（アイテム）をご用意しました。

　ここで簡単に本コースの概要とそのトライアル
版の開催状況について皆さんにご報告します。

スキルアップコース（仮称）のコンセプト・構成
（図１）

　このコースにかかる時間は合計３時間となって
いますが、講義は最小限の復習として20分と短
く、その分を手技実習（70分）・シナリオ実習（70



分）の実技に多くの時間を配分しています。すなわ
ち『蘇生技術の質の維持』を柱としています。また
受講者は１ブース最大６名と従来のA/Bコースより
少なく濃密な実習が受けられることになります。

　また、各手技・シナリオ共に再確認を手助け
するためにチェックシートを用意しています。こ
のチェックシートにより自分が磨きをかけるべき
点、注意すべき点、確認すべき点などが明確になり、
『皆さん自身による学習・復習』が簡便に行える
ことを目的に作成しました。

　このコースには実際に皆さんの『手』が、皆さん
の目の前の『あかちゃん』を助けている事実を改
めて思い起こすようなメッセージが込められていま
す。

実技・シナリオ実習の実際
～強い味方、チェックシート～

　このコースでは実技・シナリオともに新生児蘇
生で最も重要な手技である①人工呼吸・②人工呼
吸＋胸骨圧迫について実施します。

【手技実習の実際】
　手技実習に先立ち受講者の皆さんは自分が蘇
生手技（例えば流量膨張式バッグを用いた人工呼
吸）について自信を持ってできるか、不安があると
すればそれはどこか、ということについてチェック
シートを用いて確認します（図2）。事前の自己評
価を終えたらインストラクターと一緒に実際に蘇
生手技を行います。必要に応じインストラクターの
アドバイスを受けながら手技を実施し、終わった
あとに再度チェックシートで不安点が解決された
か、さらに確認・復習すべき点がないかを確認しま



ナリオ演習を実施します。１回目のシナリオ終了後、
チェックシート（図3）を用い自己評価を行うことで、
そのシナリオ症例に対し、チームとしてどんな評価
を実施し、どんな行動をとったか、またどこが不十
分であったかなど、今まで曖昧となりがちだった振
り返り（デブリーフィング）を正確・詳細に行うこ
とができます。それによってシナリオ演習から得ら
れる『気づき』を簡便に整理することができるかも
しれません。またこのチェックシートには『チーム
ワーク』『コミュニケーション』といった点について
のヒントが記述されています。実際の新生児蘇生
は個々の手技はもちろんですが、チームワークやコ
ミュニケーションもとても重要な要素です。これら
を基に同じチームでより良い新生児蘇生が行える
ように『チームの目標』を設定することで、２回目
のシナリオ演習がより有効に実施できるでしょう。
もし時間が許せばもう１症例この演習を繰り返す
ことも可能です。

す。同じように人工呼吸＋胸骨圧迫の手技につい
ても同様の流れ（①事前チェック・②手技実施・
③事後チェック）で実施します。
　チェックシートは蘇生処置の手技ごと（初期処
置、CPAP、人工呼吸、胸骨圧迫、薬剤投与、気管
挿管など）に用意されていて、時間に余裕のある
場合や何度も受講する場合は他の手技についても
演習を行うことが可能です。

【シナリオ実習の実際】
　シナリオ演習では①症例の振り返り（デブリー
フィング）をしっかり実施②（個人でなく）チームで
あかちゃんを助けることに重点を置いています。

　シナリオ演習は受講者数名（３名程）でチーム
をつくり、従来のようなリーダー役を事前に確定せ
ず、チーム全員でシナリオ演習を実施します。受講
者が６名の場合各チーム２例ずつ、合計４例のシ



図 5 チェックリストの有用性
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図 6 コース推奨度
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トライアル版の開催状況

　2014年の３月に東京Cトレーニン
グサイト（日本大学医学部附属板
橋病院）を皮切りとし、これまで各
トレーニングサイトを中心に本コー
スのトライアル版が開催されていま
す（図4）。2014年11月現在で26回
の開催となり、今後も各トレーニン
グサイト等で順次開催予定となっ
ています。このトライアル版では皆
さんにとってより良いコースを目指
し、受講者の皆さんにアンケートに
ご協力いただきコース評価を実施
しています。現段階で手技・シナリ
オ実習に対する有用性はもとより
最初は少し戸惑いがちなチェック
シートの使用についてもかなり有
用であるとの評価をいただいてい
ます（図5）。また受講者の皆さま
全員にこのコースの受講を推奨して
いただけています（図6）。

　現在このトライアル版での評価を分析し、改善
が必要と思われる箇所を修正した上で、2015年春
新たな「公認講習会」としてスタートする予定です。
　また、インストラクターの皆さまには、公認化ス
タートと同時に本コースの開催の手引きや講義ス
ライド、またコース実施時にご利用いただける動
画などのツールをお届けいたしますので、是非開
催にご協力をお願いいたします。

＜最後に＞

　「日々の臨床の現場で継続的に復習が行われ
ること」は新生児蘇生の質を維持するための重
要なポイントです。皆さんの『手』が、皆さんの目
の前の『あかちゃん』を助けます。全国各地でこの
コースが開催され、皆さんの『蘇生技術の質の維
持』、そしてあかちゃんの予後の改善に結びつくこ
とを願っています。












